
～赤ちゃんとの「心と体のふれあい」を 

楽しみませんか～ 
日 時：７月２９日（金） 

     １０：３０～１１：３０ 

対 象：町内在住の０～１歳位までの親子 

場 所：睦沢こども園 子育て支援室 

持ち物：バスタオル２枚・動きやすい服装 

水分補給できる物 

講 師：とむら助産院 戸村 理恵先生 

睦沢こども園にお申込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園だより ７月号 

令和４年６月３０日 

睦沢町上之郷１７３６ 

睦沢町立睦沢こども園 

０４７５－４４－００５０ 

              ０歳児（ひよこ組）の姿 
入園当初は、初めての環境に戸惑い不安を感じて泣いてしまう子どももいましたが、毎日、保育者に優しく声をかけて

もらったり、気持ちを受け止めてもらったりしながら、今では安心して過ごせるようになりました。 

興味津々な子どもたちは探索活動が活発で、保育室をハイハイや歩いたりしながら「これは何かな？」と確かめるよう

に手に取り、音を鳴らしたりして遊びを楽しんでいます。保育者が真似をしたり、「○○だね」と喃語や気持ちを代弁する

と、笑顔を見せて嬉しそうにしています。特に、水が好きなようで、手洗いの時間になると進んで手洗い場に来てくれま

す。手洗いが終わると「もっとー！」と主張する子どももいて、水遊びが今から楽しみですね。 

戸外では、シャボン玉を追いかけたり、ボールやフープを転がしたりして、保育者と一緒に遊ぶことを楽しんでいます。

なかよし広場で育てているトマトの葉っぱや花を指さしで見たり、触ったり、捕まえたカエルを見せてもらったりして、生き

物や植物にも興味を示しているひよこ組の子どもたちです。 

これから水遊びや沐浴も始まります。夏ならではの遊びを楽しみつつ、暑い夏を快適に過ごせるようにしていきたいと

思います。 

                        ３歳児（うさぎ・りす組）の姿 
雨の降る広い園庭を眺めながら、雨の日にアリさんはどこにいるのかと話してくれた子どもがいました。子どもたちの

思考の芽生えに、驚かされます。 

 雨の日は、遊戯室で体操をしたり、巧技台を使ったりして、身体を動かす時間をとっており、巧技台で遊ぶ時は、体操

服に着替えます。保育者が見本を示しながら、自分の体操服袋を見つけ、袋から体操服を出し、制服を脱ぎ、畳んで体

操服袋に入れることを子どもたちは話を聞いて頑張っています。「先生できたよ」「先生、できないー！」様々な声が聞こ

えてきます。隣の友達の様子を見ながら真似して行う子どももいます。できない時は、担任が手伝いをしながら、少しで

も自分で出来たところを一緒に喜びます。 

 御家庭でも、見守ったり、出来ないところは一緒に行ったりして、「自分でできた！」という喜びを一緒に感じていただけ

ればと思います。 

天気の良い日は、どろんこ遊びも計画しています。ジメジメとした梅雨時期も、明るく伸び伸びと、過ごしたいと思いま

す。 
 

 ６月４日に行われたＰＴＡ草刈り作業では、たくさんの保護者の方に御参加いただき、園内

外の草を刈っていただきました。ありがとうございました。子どもたちも伸び伸び走ることがで

きるようになりました。お忙しい中、子どもたちのためにありがとうございました。 

 ４歳児が、３名の支援ボランティアさんと一緒に、花壇作りを行いました。事前に担任から、

花の名前と花が入っているポットの取り方を聞き、期待をもって臨みました。支援ボランティア

さんからも、ポットの取り方や、土の掛け方など教えていただきました。全部花を植え終わって

から、担任が黄色い花の名前（マリーゴールド）を聞くと「うーん。なんだっけな。」と一生懸命

思い出していました。担任が「マリーゴー」と言いかけると、「思い出した！マリーゴーランド

だ！」と嬉しそうに答えていました。「そうだったかな～？」と担任が話しかけると、少し考えて

「分かった！メリーゴーランドだ！！」と思い出したかのように、張り切って応えていました。そ

の後は、きっと担任から花の名前を聞いて、知ることができたことでしょう。 

 園では季節毎に行事を行っています。季節ごとの行事を子どもたちが経験するだけではな

く、その経験が遊びへつなげられるようにと考えています。例えば、お祭りに行って屋台で品

物を買う経験から、お店屋さんごっこへつながっていきます。「いらっしゃいませ。」「これくださ

い。」と、言葉のやりとりをする中で、コミュニケーションの取り方も覚えていきます。遊びは御

家庭での経験からも、つながっています。新型コロナウイルス感染症が流行してからは、なか

なかそのような経験ができずにいると思いますが、園では子どもたちがコロナ禍で経験が不

足しないよう、様々な経験ができるように保育を考えていますので、０～２歳児はホワイトボー

ドのお子さんの様子や、連絡ノートがあるお子さんは連絡ノートに書いてある様子を言葉にし

て伝えてあげてください。３～５歳児は、１日の楽しかったことをぜひ聞いてあげてください。 

                  
０歳児・健康状態に留意しながら、暑い夏を快適に過ごす。 

    ・安心した環境の中で、興味のある玩具で遊んだり、沐浴や水遊びを楽しむ。 

１歳児・保育者や友達と一緒に、様々な感触を十分に楽しむ。 

    ・保育者に手伝ってもらいながら、着脱を自分でやってみようとする。 

２歳児・簡単な身の回りのことを自分でしようとする。 

    ・保育者や友達と夏ならではの素材に触れて遊びを楽しむ。 

３歳児・夏の生活の仕方を知り、身の回りのことを自分でしようとする。 

    ・保育者や友達と一緒に、夏ならではの遊びを楽しむ。 

    ・身近な夏の自然や栽培物に触れ、興味をもつ。 

４歳児・夏を健康に過ごすための生活の仕方を知り、自分でできることをする。 

    ・友達や保育者と一緒に遊ぶ中で、自分の思いを言葉で伝え合う。 

    ・梅雨期から夏に移り変わる身近な自然に興味・関心をもつ。 

５歳児・夏の生活の仕方が分かり、意欲的に生活や遊びに取り組もうとする。 

    ・友達と一緒に思いや考えを伝えながら、遊びや活動を楽しむ。 

    ・夏の自然事象や動植物の生長や変化に関心をもって関わる。

園庭開放・おはなしの広場 
日 時：７月６日（水）９：５０～１１：００ 

     おはなしの広場１１：００～１１：３０ 

２０日、２７（水）９：５０～１１：３０ 

対 象：未就園児 

場 所：睦沢こども園園庭・子育て支援室 

７月の歌♪ 
★お家でも歌ってみましょう★ 

・みずあそび  ・たなばたさま 

・おばけなんてないさ ・きらきらぼし 

・あおいそらにえをかこう 

・うみ ・にじ ・しゃぼんだま  

日 時：７月１３日（水） 

時 間：１０：００～１１：００ 

対 象：未就園児 

集合場所：子育て支援室 

内 容：水遊びを楽しもう 

７月生まれの誕生会 

★睦沢こども園にお申込みください。 

お待ちしています。 

０４７５－４４－００５０ 

５歳児はフッ化物洗

口が始まりました。歯

科衛生士の植草先

生と一緒に洗口液を

使って行いました。

毎日、保育の中で保

健師と担任とで取り

組んでいきます。 



５
歳
児 

３
歳
児 

 保育室を散策したり、転がる玩具や音の鳴る玩具で遊んでいます。他の友達が遊んでいると、気になって近づいて、同じ玩具で遊んだり、遊んでいるものを持っていってしまったりと、毎日いろいろなことが出来事があります。担

任ではない職員がクラスに入ると人見知りをして泣いて担任を探す姿も見られます。担任との信頼関係ができあがっているようです。５歳児のじゃがいも掘りを見にいき、担任や５歳児から掘ったじゃがいもを見せてもらうと、触ろう

と手を伸ばしていました。 

０
歳
児 

１
歳
児 

 歯科衛生士の植草先生から、歯の磨き方を教えて頂き自分で磨きました。歯ブラシの先が広がっていると、しっかり磨けないようなので、御家庭でチェックしてみてください。避難訓練では、自分で防災クッションを被り、避難して

います。いつ地震がくるか分からないので、毎月１回訓練に取り組んでいます。５歳児がじゃがいもを掘るのをみて、真似をして一緒に掘っている子どももいたり、掘ったじゃがいもを触ったりしていました。掘った後の畑から出てくる

虫が気になり、飼育ケースに入れたり友達と一緒に観察して楽しんでいる姿も見られました。 

２
歳
児 

４
歳
児 

 ５歳児のじゃがいも掘りを見に行って、掘れたじゃがいもを見せてもらい、ジッと見たり、触ろうとする姿もみられ、興味津々な様子でした。おやつや給食では、自分で食べようとする子どもがほとんどです。おやつがヨーグルトのと

きは、顔中真っ白になりながら、スプーンを使って食べています。給食も好き嫌いはありますが、自分で食べようとする気持ちに寄り添いながら進めています。少しずつ食べれる食材が増えるといいですね。総合遊具で遊んでいる

と、楽しくて何度も繰り返し滑り台を滑ったり、はしごを登ったりし、落ちないように、転ばないように様子を見守りながらそばにいましたが、「怖いな。危なそうだな。」と思うところはゆっくり進んでいました。 

 ５月に植えたさつまいもの苗や、ミニトマトの苗に水をあげて大きくなるのを楽しみにしています。シャボン玉を追いかて、一生懸命に嬉しそうに走ったり、大きいシャボン玉ができると指を差して教えてくれます。戸外で毎日遊んで

いることで、足腰も強くなったのか、総合遊具のはしごを上るのが上手になりました。５歳児がじゃがいも掘りをし、おやつで掘りたてのじゃがいもを食べました。嬉しそうに「おいしい。」と言って食べる子どもや、味がしないからか、な

かなか食べるのが進まない子どももいましたが、収穫したじゃがいもを１口は食べることができました。 

 時の記念日にちなんで、かたつむりの時計の制作をしたり、梅雨期の季節を感じられるように、蛙と雨の制作に取り組んだりしました。どろんこ遊びをする中で、水の冷たさや泥の感触を味わい、「気持ちいいね。」「冷たいね。」と

いう声も聞かれました。雨どいを使って、水を流そうと長くつなげていましたが、うまく流れず、断念しましたが、次の水あそびに考え、再チャレンジするそうです。５歳児のじゃがいも掘りを見学に行き、実際に掘らせてもらい収穫の

喜びを味わいました。花壇作りでは、支援ボランティアの方々と一緒に優しく花を植え、こども園の花壇がきれいな花でいっぱいになりました。 

 雨あがり、大きな水たまりができていると、何やら子どもたちが集まり会議を開いていました。じゃがいも掘りでは、４歳児のときに植え付けたじゃがいもを自分たちの手で収穫でき、喜ぶ姿がありました。嬉しくて、他の学年の子ど

もたちに嬉しそうに見せていました。６月の制作では、スポンジに絵の具をふくませ、虹を描きました。花壇に花を植えたり、じゃがいもを掘ったり、自分たちで収穫したじゃがいもを食べたり、自然に触れた６月でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


